






























































一  般 
19
地元森田地区との連携に関する協定締結 
地
　
域
　
連
　
携 
ンし、握手を交わしました。加藤会長は「10月の地区文
化祭と仁短学園祭では相互参加を目指したい。締結を機
にまちづくりに一層、力を入れて生きたい。」と抱負を
語られ、禿学長は、「今後は、実地教育の場、教育カリ
キュラムの一貫として学生を地域に送り出していきた
い」と語られました。
３．今後の協議会運営について
今後、継続的な連携を促進するために、事務レベルで
申し合わせ事項をまとめた結果、以下のように年3回の
協議等を行うこととしています。まず、双方の事業が出
揃う5月の連休明けに、年間事業に関する確認、調整の
ための第1回協議会を開催。年間の連携事業がほぼ終了
する12月に、年間のふりかえりと次年度に向けた課題整
理のための第2回協議会が位置づけられています。また、
翌１月末頃には事務レベル協議として、次年度計画など
に関する協議を予定しています。
「森田地区まちづくり協議会と仁愛女子短期大学と
の連携に関する協定書」
森田地区まちづくり協議会と仁愛女子短期大学と
は、相互の人的・知的資源の交流と物的資源の活
用を図り、第１条に掲げる目的を推進するために、
協定を締結する。
（目的）
第１条　この協定は、森田地区まちづくり協議会
と仁愛女子短期大学が、教育、文化、福祉、まち
づくり等の分野において相互に協力し、地域社会
の発展と人材育成に寄与することを目的とする。
（協力事項）
第２条　森田地区まちづくり協議会と仁愛女子短
期大学は、森田地区に関する次の事項について協
力する。
(1)教育、文化、福祉の向上のための連携
(2)まちづくり並びに地域貢献事業に関する連携
(3)その他必要と認める連携
（期間）
第３条　この協定書の有効期限は、協定締結日か
ら２年間とする。ただし、当事者から異議の申し
出がない場合は、２年ごとに自動的に更新される。
（その他）
第４条　（以下、略）
(文責：内山秀樹)
＜協定書の内容＞
締結会議出席の主な顔ぶれ
福井新聞
平成22年9月1日
